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URL http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2017/cate_event/ 
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13:00 16:30
　　　　（開場12:30）

2017年1月20日(金)

 [ 会　　場 ]

（宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 468-1）

仙台市営地下鉄東西線 
青葉山駅下車  南出口 徒歩 5分
※青葉山駅は仙台駅から地下鉄東西線で 9分

東北大学災害科学国際研究所棟１階 
多目的ホール

参加費無料・定員200名

 特別講演

ハーバード大学歴史学教授
エドウィン･O･ライシャワー日本研究所
JDArchiveプロジェクトディレクター

アンドルー・ゴードン氏

【参加型デジタルアーカイブの可能性】

青葉山駅
南出口

災害科学国際研究所棟

N

 [ 開催日時 ]

平成27年度 東日本大震災アーカイブ国際シンポジウム

 プログラム

ハーバード大学歴史学教授
エドウィン･O･ライシャワー日本研究所
JDArchiveプロジェクトディレクター

【参加型デジタルアーカイブの可能性】
特別講演　（講演は日本語で行います）

アンドルー・ゴードン氏

下記「みちのく震録伝」トップページ掲載のシンポジウム案内から
リンクしている「参加申込みフォーム」にてお申し込みください。
定員に達した時点で受付を終了します。

  「みちのく震録伝」（http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp）

申込方法

東北大学災害科学国際研究所 情報管理・社会連携部門 災害アーカイブ研究分野
電 話：022-752-2099  
メールアドレス：archiveforum@irides.tohoku.ac.jp
※シンポジウムの詳細については、　「みちのく震録伝」ホームページをご覧く ださい。

東北

問合せ先

【震災遺産を保全する】
  福島県立博物館主任学芸員　高橋　満  氏

【福島原子力事故関連情報アーカイブ(FNAA)について】
日本原子力研究開発機構研究連携成果展開部科学技術情報課長　米澤　稔  氏

【ウェブサイトを保存する―国立国会図書館インターネット資料収集保存事業（WARP）】
　　　　国立国会図書館関西館電子図書館課課長補佐　前田　直俊  

【国立国会図書館東日本大震災アーカイブ（ひなぎく）】 
国立国会図書館電子情報部主任司書　伊東　敦子

【近年の震災アーカイブの問題点と解決方法について】 
東北大学災害科学国際研究所准教授　柴山　明寛

【熊本地震におけるデジタルアーカイブ構築への課題と利活用の検討】 
熊本大学大学院先端科学研究部教授　山尾　敏孝  氏

報　告

【震災から6年経過した震災アーカイブの進化と深化】
  上記特別講演者及び報告者

パネルディスカッション

主　　 催

東北大学災害科学国際研究所              国立国会図書館

災アーカイブ国際シンポジウム

カイブの進化と深化】
上記特別講演者及び報告者
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18:00-19:45

&

楽しい知識、挽いてます。
東北大学2016年度 後期プログラム

サイエンスカフェ、リベラルアーツサロンは東北大学が

主催する「学問をもっと身近に、もっと楽しくする」参加

型のトークイベントです。参加は無料、年齢制限はありま

せん。皆様のご参加をお待ちしています。

誰でもその場で、飲み物を片手に
気軽に参加できるスタイルです

F R E E
事前申し込みは不要です

参 加 費 無 料

お問い合わせ・連絡先
東北大学 サイエンスカフェ東北大学 総務企画部広報課社会連携推進室
022-217-5132

せんだいメディアテーク 1F　オープンスクエア

東北大学片平キャンパス 片平北門会館 2Fエスパス

A

B

※テーマ・講師などについては予告なく変更する場合があります。※開催の様子をカメラなどで撮影し、東北大学において、その写真をホームページなどの広報用に使用する場合がありますのでご了承ください。

郷土芸能×デジタル

10/7 [金]
准教授

[教育情報学研究部]
佐藤 克美

第43回 リベラルアーツサロン

A

インフラって何だろう？
～暮らしを支える縁の下の力持ち～

11/18 [金]
教授

[工学研究科]
久田　真

第134回 サイエンスカフェ

A

産まれる前から心電図
～胎児心電図を病室内で
　測れるようにする～

10/21 [金]
教授

[医学系研究科]
木村 芳孝

第133回 サイエンスカフェ

A

プレートテクトニックな宝石 
～美しく輝ける「石」と地球史～

3/17 [金]
教授

[東北アジア研究センター]
辻森　樹

第138回 サイエンスカフェ

AA

知的コンピューティングが
拓く医療の世界

1/13 [金]
准教授

[情報科学研究科]
張山 昌論

第136回 サイエンスカフェ

なぜグローバル企業の
トップに抜擢されるのか？
～インド人の「能力」と「脳力」～

1/20 [金]
山下 博司

第45回 リベラルアーツサロン

A

教授
[国際文化研究科]

アレルギーになる仕組み、
くすりが効く仕組み

2/24 [金]
平澤 典保

第137回 サイエンスカフェ

A

教授
[薬学研究科]

Cubic Earth
 ～もしも地球が
　 立方体だったら～

12/14 [水]
教授

[理学研究科]
須賀 利雄

第135回 サイエンスカフェ

A

※開催曜日に注意

江戸の学び 
～近世庶民の学習世界～

11/11 [金]
教授

[教育学研究科]
八鍬 友広

第44回 リベラルアーツサロン

B
※開催場所に注意

東北大学 サイエンスカフェ詳しい内容はWEBをご覧ください

仙 

台 

駅

通
杉
上
宕
愛

岡
盛
至

地下鉄勾当台公園駅
広瀬通

青葉通り

南町通

地下鉄
仙台駅

地下鉄国際センター駅

通
丁
番
二
東

通
町
番一

通
町
分
国

通
翠
晩

宮城県庁仙台市役所
東京エレクトロン
ホール宮城

川内萩ホール

定禅寺通

地下鉄青葉通一番町駅

メディアテーク前

市民会館

西公園

国際センター

広瀬川

東北大
正門前

東北大学片平キャンパス

科学者が、科学に関心のある方々と飲み物を片手に気軽に話し合い、
サイエンスの楽しさを知ってもらう場です。

サイエンスがもっと楽しくなるティータイム

私たちの暮らしに欠かせないインフラとはどのよう
なものか、そのインフラが、今どのような問題を抱
えているか、また、東北大学は、この問題に対してど
のように取り組もうとしているのかを、わかり易く
解説します。

インフラって何だろう？
～暮らしを支える縁の下の力持ち～

11/18 [金] A

地球環境の成り立ちをより深く理解するために、仮
想的な立方体地球の上の大気や海洋の状態を CG映
像も使って考察します。地球が文字通り球体である
という当たり前の事実がもたらす「特徴」を一緒に
考えましょう。

Cubic Earth
～もしも地球が立方体だったら～

12/14 [水] A

毎年、花粉症で苦しんでいる人がたくさんいます。
どうして私たちはアレルギーになるのでしょう？薬
を飲んでも、翌年また症状が出るのはなぜでしょ
う？アレルギーが起きる仕組みを理解し、アレル
ギーを軽減していくにはどうしたらよいか、いっ
しょに考えてみましょう。

アレルギーになる仕組み、
くすりが効く仕組み

2/24 [金] A

科学が誕生する遥か以前に、人類は美しく輝ける
「石」（宝石）に特別な価値を見出しました。私たちが
魅了されてきたいくつかの宝石の成因には、地球表
面をおおうプレートのダイナミックな運動や地球の
冷却史を垣間見ることができます。

プレートテクトニックな宝石 
～美しく輝ける「石」と地球史～

3/17 [金] A

A

B

文系の幅広い分野の中から、身近なテーマ・知識欲をかき立てる
テーマを取り上げ、お茶を飲みながら会話に興じる場です。

文系らしく会話を楽しむサロン

[理学研究科]
教授須賀 利雄

[工学研究科]
教授久田　真

肝臓外科手術支援システムの例として、安全な手術を
実現するための自動切除領域計算プログラム、また新
生児集中治療室における情報処理システムの例とし
て、新生児の自動行動解析システムなどを取り上げ、
コンピュータがどのように医療とその現場を進化させ
ることができるのか可能性を探ります。

知的コンピューティングが
拓く医療の世界

1/13 [金]

准教授

[情報科学研究科]
張山 昌論

A

教授

[薬学研究科]
平澤 典保 教授

[東北アジア研究センター]
辻森　樹

第134回 第135回 

第136回 第137回 第138回 

江戸時代は、庶民の教育が画期的に発展した時代で
した。それは、国家による強制や学歴主義競争など
と無縁ななかで展開したものでもありました。江戸
時代の人々の自発的な学習と教育の世界についてお
話ししてみたいと思います。

江戸の学び
～近世庶民の学習世界～

11/11 [金] B

グローバル化の時代、インド人の活躍が華 し々い。新事業
を興し、世界企業のトップを極め、経済の牽引役を担って
いる。マイクロソフト、グーグル、アドビなどの CEO はみ
なインド系である。ソフトバンク副社長への就任と離任で
話題を呼んだニケーシュ・アローラも技術畑出身のインド
人経営者だ。本講演では、ＩＴ分野を中心に世界に君臨
するインド人たちの頭の中身と成功の秘訣にせまる。

なぜグローバル企業の
トップに抜擢されるのか？
～インド人の「能力」と「脳力」～

1/20 [金] A

教授

[教育学研究科]
八鍬 友広 教授

[国際文化研究科]
山下 博司

せんだいメディアテーク 1F オープンスクエア 

地下鉄

バ　ス

〒980-0821　仙台市青葉区春日町2-1　tel. 022-713-3171
A

● 仙台駅より南北線勾当台公園駅下車、「公園2」出口から徒歩6分（約450メートル）
● 東西線大町西公園駅下車、「東1」出口または「西1」出口から徒歩13分
　 東西線青葉通一番町駅下車、「北1」出口から徒歩15分

仙台市営バス　仙台駅前60番（仙台 TR ビル前、地下鉄仙台駅「中央2」出口前）のり
ばから「定禅寺通市役所前経由交通局大学病院」行き（系統番号が Jまたは Xで始ま
るバス）で約10分 メディアテーク前下車

東北大学片平キャンパス 片平北門会館2Fエスパス

地下鉄

バ　ス

〒980-8577　仙台市青葉区片平二丁目1-1　tel.022-217-6090
B

仙台市営バス　仙台駅前11番のりばから「（東北大学病院前－八木山動物公園駅）・
八木山動物公園駅行」か「（東北大学病院前－緑ヶ丘三丁目）・緑ヶ丘三丁目行」か「（東
北大学病院前－西高校入口）・西高校入口行」で約5分 東北大学正門前下車 徒歩 3分

● 仙台駅より南北線富沢方面行乗車『五橋駅』下車「北 2」の出口から徒歩約 10 分
● 仙台駅より東西線八木山動物公園方面行乗車『青葉通一番町駅』下車
　「南 1」の出口から徒歩約 10 分

今、郷土芸能の多くは継承に困難を抱えています。
我々はテクノロジーを用いて継承支援に取り組んで
います。今回は、その取り組みを紹介するとともに、
これからの郷土芸能の継承について考えていきたい
と思います。

郷土芸能×デジタル
10/7 [金]

准教授

[教育情報学研究部]
佐藤 克美

A
第43回 

お腹の中の赤ちゃん（胎児）の元気の状態はどうやっ
たら調べられると思いますか？超音波を使えばすぐ見
えると思うかもしれません。しかし、内科の先生が超
音波の検査だけで風邪の薬を出したら変ですね。本
講演では、どうして胎児の健康状態を調べるか、また、
その新しい方法としての胎児心電図のお話をします。

産まれる前から心電図
～胎児心電図を病室内で測れるようにする～

10/21 [金] A

[医学系研究科]
教授木村 芳孝

第133回 
※開催曜日に注意

第44回 第45回 
※開催場所に注意
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お申し込み・お問い合わせ先
●セミナーWebページより，お申し込み・お問い合わせください。
URL：http://www.is.tohoku.ac.jp/LItNEX/seminar.html

東北大学大学院情報科学研究科 情報リテラシー教育プログラム支援センター

〒980-8579 仙台市青葉区荒巻字青葉6-3-09

会 場：東北大学青葉山北キャンパス
情情報科学研究科棟２階中講義室

情報リテラシー連続セミナー＠東北大学

「情報リテラシー教育の
を考える」

10月29日(土)

要予約

2016

時 間：１４時～１６時３０分
（受付は１３時３０分から）

＜全日程共通＞

対 象：

定 員：各回４０名（要Web予約）
参加費：無料

2016

2017 2017

宮城県登米市立登米小学校での実践

第17回 10/29
「先端メディアサイエンスの世界」

宮下芳明

明治大学総合数理
学部先端メディア
サイエンス学科
教授

第18回 12/3
「学校の情報化のコツは何か」

玉置 崇

岐阜聖徳学園大学
教育学部
教授

第19回 1/28
「プログラミング教育の先」

原田康徳

子供向けプログラミン
グ言語“ビスケット”
開発者
(同)デジタルポケット
代表

第20回 3/11 
「必要な情報を見抜いて
問題解決する算数の授業づくり」

盛山隆雄

筑波大学
附属小学校
教諭

＜講 演＞

主 催：東北大学大学院情報科学研究科
情報リテラシー教育プログラム

主として学部生・大学院生，大学教員，
学校現場の教員等の教育関係者，
情報リテラシーに関係する企業の方など

12月3日(土)

1月28日(土) 3月11日(土)

仙台市青葉区荒巻字青葉６－３－０９
地下鉄「青葉山駅」真上

※今年度より会場が
変更になりました。



日時：2017年 2 月 11 日（土）18:00-19:30 

場所：仙台市天文台 加藤・小坂ホール（仙台市青葉区錦ケ丘9丁目29-32） 

定員：先着100名 

連絡：TEL: 022-795-6608　FAX: 022-795-6513　E-mail: mikito@astr.tohoku.ac.jp 

講師： 

司会：田中 幹人（東北大学学際科学フロンティア研究所 助教）

次世代超大型望遠鏡がつなぐ
ハワイと宇宙

『国立天文台』

青木 和光
国立天文台TMT推進室 准教授

18:00-18:05　開会挨拶
18:05-18:40　第一部

ハワイ島マウナケア山に建設が予定されてい
る次世代超大型望遠鏡（TMT）計画についての
青木和光氏による講演。

18:40-19:25　第二部

19:25-19:30　終了挨拶

「TMTへの期待と計画の課題」というテーマ
で、講師3名と一般市民を交えたパネルディス
カッションを行います。

同日10:00-16:45の時間帯で、宇宙とハワイの関係をより深く学べる、東北大学
展開ゼミ学生による体験型イベント（スプレーアート、討論体験、クイズラリー、
すごろく、望遠鏡制作など）を仙台市天文台にて開催します。参加は無料です。

千葉 柾司 秋山 正幸
東北大学大学院理学研究科天文学専攻 教授 東北大学大学院理学研究科天文学専攻 准教授

東北大学サイエンスカフェ

TMT×
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